
 

「
講
談
」
は
よ
く
「
落
語
」

と
比
較
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
落
語
」
が
会
話
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
芸
で
あ
る
の
に

対
し
、
「
講
談
」
は
話
を
読

む
芸
と
い
う
言
い
方
が
で

き
ま
す
。
張
り
扇
で
釈
台
を

叩
き
、
調
子
良
く
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
語
る
そ
の
妙
味
に
よ

り
、
ど
ん
な
荒
唐
無
稽
な
お

話
で
も
本
当
の
出
来
事
の

よ
う
に
思
わ
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
す
。 

（
講
談
協
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ヴ
サ
イ
ト
よ
り
引
用
） 

 

 

 

 
幕別町図書館  ℡ 0155-54-4488 豊頃町図書館  ℡ 015-579-5802 

浦幌町立図書館 ℡ 015-576-5833 池田町立図書館 ℡ 015-572-6006 

 

北海道鹿追町生まれ。浦幌中学校、
浦幌高等学校卒業。昭和 60 年、講
談師の二代目神田山陽門下に入
門。平成７年真打ち昇進。女性の
心情をユーモアと切なさを織り交
ぜて語る、独自の新作講談で活動
中。著書に『ぼくの守る星』（集英
社）『しょっぱい夕陽』（講談社）
など。 


